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皿となる進路とその選択状況を指摘している。特に近年の傾向として，普通高校を進路先に選択する生
徒が増加しているのである。調査当時の 10 年間の入学者数は，特別支援学校高等部には 約 4 倍(約 100








































図 1 企画１（2016）におけるジグソー方式 
 
 
図 2 活動の構成 








 ２ 研修会の概要 
  (１)開催日時 平成 28年 8月 10 日(水) 午後 2時～5時 
   (２)研修会場 高陽荘 上越市西城町３－６－２２   
(３)内 容  ○話題提供 
保護者の立場から…1名 
特別支援コーディネーターの立場から…１名 
          ○グループ討議 
問題基盤型学習（Problem-based Learning）により，具体的な問題事例（シナ
リオ）を基にした問題解決を目指す手法によるグループディスカッション 
  (４)活動の展開 















































 (５)参加者数 小学校職員…７名 中学校職員…８名  高等学校職員…７名 
特別支援学校職員…２名  行政関係…４名  保護者会…２名 
大学関係…４名                     合計 ３４名 
 
























































・子，親 ← たらいまわし，最後は学校へくる 
       定着率データ ←隠れているデータをあぶり出す 
・小学校のデータを教えてほしい 
・学校から社会で出るとき，どれだけ準備できているか？ 







 小→中→高 特性についての情報がつながらない！⇔つなげている 
 下のせいにしない。連携の大切さ。 
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 １ 研修会の概要 
(１)開催日時 平成 29年 8月 8日(火) 午後 1時 30分～4時 30分 
(２)研修会場 学校教育実践研究センター 上越市西城町 1－7－2 
(３)内 容 ○話題提供 
         ・中学校特別支援コーディネーター…1名 
         ・上越教育大学研究者……1名 
 ○グループ討議 
         校種間連携の課題と課題解決の方策 
 ○まとめ 
         特別支援学校高等部進路指導主事 
  (４)活動の展開 
    話題提供者の話を受け，３グループに分かれてのグループ討議 
  (５)参加者 小学校職員…２名 中学校職員…６名  高等学校職員…２名 
特別支援学校職員…１名  行政関係…２名  保護者会…０名 
大学関係…１名                     合計 １４名 
 
 ２ 活動の様子 
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＜各グループからの出たキーワード＞ 
  Ａ ・本人の受容(自己理解) ・保護者の受容(生徒への愛情) ・障害児の兄弟の問題  
  Ｂ ・早期対応 ・保護者と本人との話し合い(自己決定) ・複線的な対応策を事前に 











エ 指導の履歴を次の学校へ伝える。今はよくても過去に NGだったことを伝える。                
オ 中学校で頑張れば高校に行けるなどの甘い声がけは小学校でしてはいけない。 
カ 小学校から見ると中学校にお願いしたいことがたくさんあります。面と向かうと話しづらいこ




















オ 高校卒業後の福祉制度を利用した就労の流れ  ・福祉制度等 
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企画２：小学校教員のための英語イマージョンプログラム「イングリッシュキャンプ」 
平成 30 年度より，先行実施として小学校における外国語活動が第 3 学年より実施され，これまで外
国語活動を行ってきた第 5，6 学年は外国語として学習が行われる。平成 30,31 年の学習指導要領移行
期間を経て，平成 32 年度から全面実施が行われる。小学校における小学校におけるこの新しい外国語














当学の学生を対象にプログラム開発を行った（2016 年 11 月 26，27 日）に研修を実施した。上越市，























図 2 イングリッシュキャンププログラム 
 



















































た,日本学校教育学会第 32 回研究大会,上越教育大学，2017 年 8 月 
河野麻沙美・佐藤賢治「キャリア教育の視点に立った特別な支援を必要とする児童・生徒のため
の進路指導―地域の実態と課題に即した研修のデザイン―」上越教育大学研究紀要第 36 巻
２号 2017 年３月 
中野博幸・河野麻沙美・清水雅之・渡辺径子新しい連携・協働による教員研修の開発：小学校教
員のための「イングリッシュキャンプ」,日本学校教育学会第 32 回研究大会,上越教育大学，
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